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パイオニア本社ナレッジセンター　大成建設

　企画開発を行う会社のオフィス、厚生施設、宿泊施設な
どで構成される施設の計画である。複合的な要素をひとつ
の建物でつなぐため、半屋外の｢無用の用｣の空間をつく
り、それが外装に表出したデザインとした。ランダムにく
り貫いた7つの穴が、外部と内部を曖昧につなぎ、建物に深
みや個性を与え、曖昧な空間だからこそ自由な発想を喚起
し、多様な使い方が生まれることを意図した。内部では吹
抜け空間を構成し、見る・見られるの視線が交差し、お互
いの存在を感じることで、ひとつ屋根の下で家族のように
つながる建物を目指した。高速道路に面する敷地におい
て、この空間が、音や視線に対する緩衝帯となっている。
落ち着いたオフィス空間を成立させるとともに、コミュニ
ケーションを誘発する仕掛けにもなっている。

撮影：株式会社エスエス　第 9回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
平井  浩之（ひらい・ひろゆき）
1964年 奈良県生まれ
1988年 京都大学工学部建築学科修了
1988年 大成建設 入社
現　 在 大成建設 関西支店 設計部長

本家  公巳子（ほんや・くみこ）
1977年 大阪府生まれ
2000年 大阪芸術大学芸術学部建築学科修了
2000年 大成建設 入社
現　 在 大成建設 関西支店 設計部

■建物データ
建 築 主：株式会社パイオニア
所 在 地：大阪府東大阪市　　
用　　途：事務所
竣　　工：2016 年 3月
設　　計：大成建設株式会社
施　　工：大成建設株式会社
敷地面積：294.82 ㎡
建築面積：198.06 ㎡
延床面積：1,169.68 ㎡
構　　造：S造
階　　高：地上 7階
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大
阪
市
の
東
部
に
位
置
す
る
生
野
区
に
昭
和
初

期
の
モ
ダ
ン
な
銭
湯
が
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
。

今
回
は
﹁
源
ケ
橋
温
泉
﹂
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

建
物
は
昭
和
十
二
年
︵
一
九
三
七
年
︶
に
木
造

二
階
建
て
で
計
画
さ
れ
た
。
二
階
に
は
庶
民
憧
れ

の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
ビ
ア
ホ
ー
ル
な
ど
を
設
え

華
々
し
く
オ
ー
プ
ン
し
た
。
洒
落
た
モ
ダ
ン
な
建

物
の
屋
根
は
茶
褐
色
の
釉
薬
瓦
葺
き
で
、
タ
イ
ル

張
り
の
外
壁
に
は
丸
窓
の
ス
テ
ン
ド
ガ
ラ
ス
が
組

み
入
れ
ら
れ
、和
洋
折
衷
の
デ
ザ
イ
ン
と
さ
れ
た
。

屋
根
の
上
に
は
鯱
鉾
が
対
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

入
口
正
面
に
は
自
由
の
女
神
も
対
に
配
さ
れ
、
こ

れ
は
﹁
入
浴
﹂
＝
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
﹂
を
か
け
た

も
の
。
当
時
は
大
変
な
人
気
で
、
商
店
街
ま
で
行

列
が
出
来
た
と
さ
れ
る
。

　

近
年
、
同
じ
く
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
備
え
る
銭
湯
と

し
て
営
業
し
て
い
た
美
章
園
温
泉
も
惜
し
ま
れ
な

が
ら
閉
店
。
登
録
有
形
文
化
財
指
定
を
受
け
た
こ

の
銭
湯
の
存
在
は
益
々
も
っ
て
貴
重
な
も
の
と
な
っ

た
。
是
非
、
ビ
ル
で
は
な
く
昭
和
の
銭
湯
建
築
ら

し
い
こ
の
建
物
を
大
い
に
利
用
し
て
頂
き
た
い
。
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女
性
分
科
会
三
〇
周
年
リ
レ
ー
エッ
セ
イ

出
会
い
、
そ
し
て
学
び
、
輝
け
る
会
と
し
て

委
員　

竹
田
敦
子

　

私
は
、普
通
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
銀
行
員
と
し

て
勤
め
た
後
、結
婚
を
し
、二
人
の
子
ど
も
を
育
て
て

お
り
ま
し
た
が
、夫
の
家
業
が
工
務
店
だ
っ
た
為
、そ

の
手
伝
い
を
す
る
た
め
、何
の
縁
も
無
か
っ
た
建
築
の

仕
事
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。建
築
士
会
と

は
、四
〇
歳
の
と
き
に
二
級
建
築
士
に
な
っ
た
と
き
か

ら
の
お
付
き
合
い
で
す
。そ
の
頃
は
女
性
委
員
会
の

中
に
シ
ル
バ
ー
ラ
イ
フ
研
究
会
と
い
う
会
が
あ
り
、と

て
も
興
味
深
く
入
会
し
ま
し
た
。し
っ
か
り
根
を
張
っ

て
仕
事
さ
れ
て
い
る
建
築
士
の
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に

活
動
で
き
る
こ
と
は
大
変
実
り
多
く
、多
く
を
学
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
は
女
性
分
科
会
と
名
を

変
え
て
お
り
ま
す
が
、す
ば
ら
し
い
学
び
の
場
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
、多
く
の
方
の
入
会
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

人
と
の
つ
な
が
り
、
広
が
り
を
求
め
て

委
員　

西
野
智
子

　

勤
め
て
い
た
設
計
事
務
所
か
ら
独
立
し
た
時
、情

報
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
求
め
て
建
築
士
会
に
入
会

し
ま
し
た
。そ
の
当
時
、女
性
委
員
会
の
中
で
立
ち
上

が
っ
た
ば
か
り
の
健
康
住
宅
研
究
会
に
参
加
し
、人
と

の
出
会
い
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
を
通
し
て
、活
動
に

関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、出
産
を
き
っ
か
け
に
休

眠
状
態
に
入
り
ま
し
た
。育
児
中
は
夜
の
会
議
に
は

出
に
く
く
優
先
順
位
も
後
回
し
に
な
り
、娘
が
小
学

生
に
な
る
前
か
ら
少
し
ず
つ
活
動
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

女
性
分
科
会
は
こ
れ
か
ら
も
女
性
の
出
産・育
児

な
ど
の
生
活
環
境
の
変
化
の
中
で
、仕
事
で
は
得
ら

れ
な
い
活
動
の
場
で
あ
り
、今
回
の＂
け
ん
ち
く
女
子

会
＂で
、更
に
広
が
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。
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介
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研
修
委
員
会
に
は
、
研
修
分
科
会
と
制
度
推
進

分
科
会
と
い
う
二
つ
の
分
科
会
が
あ
り
ま
す
。

　

研
修
分
科
会
は
、
設
計
・
設
備
・
法
令
グ
ル
ー

プ
と
構
造
・
施
工
グ
ル
ー
プ
と
二
級
・
木
造
グ
ル
ー

プ
と
い
う
三
グ
ル
ー
プ
か
ら
成
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
で
講
習
会
お
よ
び
見
学
会
の
企

画
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。講
習
会
と
見
学
会
の
テ
ー

マ
と
し
て
は
、
法
改
正
に
沿
っ
た
も
の
や
実
践
に

即
し
た
も
の
や
最
新
技
術
に
関
す
る
も
の
と
、
そ

れ
ま
で
の
講
習
会
と
見
学
会
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
い
て
希
望
の
多
い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
年
明
け
か
ら
は
、﹁
建
築
紛
争
に

お
け
る
法
的
措
置
﹂、﹁
中
大
規
模
木
造
﹂
に
関
す
る

講
習
会
と
、﹁
こ
ど
も
ホ
ス
ピ
ス
﹂見
学
会
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
年
四
月
か
ら
始
ま
っ
た
省
エ

ネ
適
合
性
判
定
に
備
え
た
﹁
建
築
物
省
エ
ネ
法
・
省

エ
ネ
設
計
技
術
講
習
会
﹂
は
六
月
と
七
月
に
開
催

し
ま
し
た
。
建
築
士
会
版
監
理
技
術
者
講
習
も
既

に
六
回
開
催
し
、
あ
と
三
回
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

制
度
推
進
分
科
会
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
制
度
の
普
及
活

動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
定
時
総
会
か

ら
は
、
多
く
の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
単
位
を
取
得
さ
れ
た
個
人

と
社
員
教
育
に
活
用
さ
れ
た
企
業
、
お
よ
び
多
く

の
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
講
習
会
を
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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INFORMATION

小規模非住宅建築物
省エネルギー性能に係る実態調査
11/17〜3/16

国土交通省は、平成29年11月17日から翌年3
月16日までの期間で、今後の建築物に係る省
エネルギー施策の検討を進めるため、300㎡未
満の非住宅建築物（新築）を対象に、省エネル
ギー性能に係る実態調査を実施します。指定
確認検査機関の確認申請窓口において、本
調査に係るアンケート調査票が配布された際に
は、調査にご協力ください。
詳細は、以下のHPをご覧ください。
日本建築士会連合会HP
http://www.kenchikushikai.or.jp/data/news/2017-11-13.pdf

展覧会
建築家・安井武雄の創造力
〜近代大阪の精華〜
12/1〜12/26

安井建築設計事務所は、創業者・安井武雄
（1884-1955）の展覧会を開催しています。
安井武雄は、1884年に千葉県に生まれ、東京
帝国大学工科大学建築学科を卒業後、南満州
鉄道、片岡建築事務所を経て、1924年に安井
武雄建築事務所を開設。1920年代から50年代
にかけて大阪を拠点に活躍し、大阪ガスや野村
證券グループなど在阪企業のオフィスビルや関
係者の邸宅を、独自のデザインで手がけました。
本展では、安井武雄の代表作であり、いまなお
現役のビルとして大阪市民に親しまれている「大
阪倶楽部」、「高麗橋野村ビル」、「大阪ガスビ
ル」の3つの建物を中心に、建築家・安井武雄
の軌跡を図面、スケッチ、写真、映像などで紹介
し、安井武雄の創造力が大阪のまちでどのよう
に発揮されていたのかを展望します。同時に、そ
れらの作品の背景にある、大正後期から昭和初
期にかけての「大大阪時代」の活力を伝え、近
代大阪の精華とは何か、その一端に迫ります。
会期　12月1日（金）〜26日（火）
時間　9：00〜20：00（平日）
　　　9：00〜17：00（土曜・最終日）
休館日　日曜・祝日
会場　大阪府立中之島図書館 本館3階 展示室
入場料　無料
問合　大阪府立中之島図書館
　　　Tel.06-6203-0474（図書館代表）  
安井建築設計事務所 WEBサイト
http://www.yasui-archi.co.jp/ys-today/20171110-1.html

第13回海外研修旅行
「悠久のインド〜タジマハールとチャンディーガル」
2/22〜26　CPD15単位（予定）

今回はインドへ弾丸ツアーで3泊5日のツアー
になる。タジマハールとチャンディーガルに的を
絞っての研修で、インド料理と共にインドに浸る
旅です。
日程　2018年2月22日（木）〜26日（月）
食事　朝食3回・昼食3回・夕食2回
　　　（機内食は含みません）
利用航空会社　大韓航空（エコノミークラス）
行先　インド（タジマハール・チャンデイーガル）

チャンディーガル市内、政府美術館、ル・
コルビジェ設計の建築群「キャピトル・コン
プレックス」合同庁舎、州議事堂、高等
裁判所、オープン・ハンド・モニュメント、ネッ
ク・アンド・ロックガーデンなどを視察予定

参加費　165,000円
コーデイネーター　森田茂夫（国際分科会代表）
定員　15名
締切　12月15日（金）

平成30年 在阪建築15団体
合同新年交礼会
1/4

在阪建築15団体による合同新年交礼会です。
日時　1月4日（木）　15：00〜16：00
会場　リーガーロイヤルホテル2F「山楽の間」
　　　大阪市北区中之島5-3-68
会費　3,000円
申込締切日　12月1日（金）

事務局年末年始休暇のお知らせ

12月29日（金）から1月４日（木）まで休ませてい
ただきます。

たちの住む地域や町を元気にする手法や考え
方などを、それぞれの立場から学び、考えます。
建築に携わっておられる方はもちろんのこと、日
頃、建築に触れることの無い方々にも、建築の
世界を身近に感じていただける絶好の機会で
すので、是非、お越し下さい。
主催　近畿建築士会協議会青年部会
日時　2月10日（土）　12：30〜
会場　日本綿業倶楽部 綿業会館本館7階大会場
　　　大阪市中央区備後町2-5-8
最寄駅　地下鉄御堂筋線「本町」駅または
　　　　地下鉄堺筋線「堺筋本町」駅　　
第一部　12：45〜14：45

近畿あーきてくとVol.25
近畿2府4県の建築士会青年部によ
る活動のうち、特に皆様に知って頂き
たい事業をそれぞれ発表します。

第二部　15：25〜17：45
　　　　建築家講演会　大島芳彦　

テーマ　リノベーションによる地域価値
の再生〜人が主役の小さなまちづくり〜

第三部　18：00〜20：00
　　　　交流会　　
　　　　会場　綿業会館1階会員食堂 
その他　綿業会館見学ツアー
　　　　※交流会参加者優先　
　　　　A　11：40〜12：00（定員35名）
　　　　B　14：55〜15：15（定員35名）
参加費　第一部・第二部1,000円
　　　　第三部5,000円（会員・一般）
　　　　学生無料

（学生は第一部・第二部のみ参加可）

近畿建築士会協議会女性部会
第3回 くらしとすまいをみつめる
地域にある気候風土に適応した住宅を造るた
めにパッシブデザインの基礎を知り、省エネル
ギーな暮らしを提案するために必要な設計手
法と事例を学ぶ
2/10　CPD2単位（予定）
 

「くらしとすまいをみつめる」をテーマに、社会的
課題の解決方法やストック社会に向けて、建築
士として知っておくべきことを主眼においた継続
セミナー・勉強会も3回目を迎えました。近年は
住宅の省エネルギー化に向けて、様々な施策
が始まっています。外皮計算や一次エネルギー
等基準に応じた住宅を計算し、提供することが
義務付けられ始めました。同時に、地域で長い
年月をかけて培われてきた伝統的な住宅を造り
続けることができるような認定ルールの策定も
始まっています。建築士は、その両方の特徴を
捉え、未来に残す建築物について考えなければ
なりません。そこで、本セミナーでは、気候風土を
生かした住宅を作るために必要なパッシブデザ
インの基礎を知り、省エネルギーな暮らしを提案
するために必要な設計手法と事例を学びます。
日時　2月10日（土）　13：30〜15：45
　　　受付13：00〜
会場　日本綿業倶楽部（綿業会館）　
　　　大阪市中央区備後町2-5-8
講師　豊田保之（トヨダヤスシ建築設計事務所）
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
申込締切　12月20日（水）

JIA近畿支部 都市デザイン研究会
市民大学講座 2017まちづくりセミナー

「ソーシャルデザイン・ビジネスの行方」
12/7　CPD2単位（予定）

今や私たち建築の専門家にとって、社会や地
域のコミュニティと向き合い、社会そのものの仕
組みや新しいあり方を考えることが社会的な要
請になりつつあります。
そうしたより広義の意味でのデザイン活動に
先駆的に取り組んでおられる方 を々迎えてセミ
ナーを開催致します。
日時　12月7日（木）　18：30〜20：30
会場　TOTOテクニカルセンター2階プレゼン
　　　テーションルーム（本町）
講師　金野幸雄（一般社団法人ノオト代表理事）
　　　「古民家と社会的企業」
定員　100名（先着順）
受講料　一般1,000円　学生無料
申込　受講日・氏名・所属・建築士又はCPD番

号・メールアドレスを記入の上、Eメール
にてお申込み下さい。

申込先　jia-ud@googlegroups.com
http://jiakinki.kir.jp/kinki/wp/wp-content/uploa
ds/b6d11c3c28c7f571129b4e1d1aae2369.pdf

「建築工事標準仕様書JASS6鉄
骨工事ならびに関連指針」改定講
習会（大阪開催）
1/26

およそ10年ぶりに大規模な同時改定を行っ
た、建築工事標準仕様書JASS6鉄骨工事と
2冊の「鉄骨工事技術指針」および「鉄骨精度
測定指針」の4冊をテキストとした講習会です。
主催　（一社）日本建築学会
日時　1月26日（金）　10：00〜17：00
会場　ドーンセンター7階ホール
　　　大阪市中央区大手前1-3-49
定員　400名
参加費　本会会員29,000円（テキスト代含）
問合　（一社）日本建築学会近畿支部
　　　Tel.06-6443-0538  
　　　http://www.aij.or.jp/

「鋼構造座屈設計指針」改定講習会
（大阪開催）

3/2

座屈現象そのものを今までよりも広い視野で観
察し記述された「鋼構造座屈設計指針」の改
定版の講習会です。
主催　（一社）日本建築学会構造委員会
　　　鋼構造運営委員会
日時　3月2日（金）　10：30〜16：30
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　150名
受講料　本会会員14,000円 （テキスト代含）
　　　　テキスト「鋼構造座屈設計指針」
問合　（一社）日本建築学会近畿支部 
　　　Tel.06-6443-0538
http://www.aij.or.jp/

Others
その他のお知らせ

本会の催し参加問合・申込先
大阪府建築士会事務局
〒540-0012 大阪市中央区谷町3-1-17

高田屋大手前ビル5階
地下鉄「谷町4丁目駅」1-B出口すぐ
TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

メール info@aba-osakafu.or.jp
HP http：//www.aba-osakafu.or.jp/

Administration
行政からのお知らせ
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INFORMATION については本会ホームページにも掲載されています。
本会ホームページの WEB 申込システムから簡単に申込みができます。【詳細は大阪府建築士会ホームページ】 http://www.aba-osakafu.or.jp/まで

平成29年度文化遺産総合活用推進事業
「文化財の活用を通じて保存を学ぶ」
（全4回）

12/9・1/14・2/17・3/17

歴史的建造物を会場に、文化財所有者からそ
の保存と活用について直接話を伺います。また
着物、能楽、書道といった毎回異なる活用事例
のワークショップに参加・検証を行い、最終回で
は受講生の皆様にワークショップ等の企画をし
ていただきます。これらの実践的な経験を積むこ
とで、文化財の活用を通じた保存活動ができる
力を養います。事前申込制となっておりますの
で本会ホームページから申込書にてFAXまたは
メールでお申込ください。
日程　①12月9日（土） 寺西家住宅：着物
　　　②1月14日（日） 藤井家住宅（石切ヴィレッジ）能楽
　　　③2月17日（土） 少彦名神社：書道
　　　④3月17日（土） 中之島図書館：ガイドツアー
時間　各回共13時〜16時
場所　上記登録文化財・重要文化財
※開催場所・集合時間は、「参加証」にてご案
　内します。
募集　各回30名（申込先着順）
※但し、ヘリテージマネージャー受講生優先。
参加費　各回2,000円（全4回8,000円）
※詳細は本会ホームページをご覧ください。

第62回大阪建築コンクール募集
1/15〜31

本コンクールは、建築士と社会とのかかわりを通
じて建築作品を評価し、その優れた実績をたた
え、建築作品の設計者である大阪府建築士会
会員を表彰するもので、今回で第62回を迎えま
す。渡辺節賞については、新しい建築文化の
原動力となる若い優れた設計者を表彰します。
募集対象　大阪府知事賞部門、渡辺節賞部門

（完了検査済証発行日で39歳以下）
両部門共建物の種類・規模は問わない

審査委員
　委員長　松隈　洋（京都工芸繊維大学教授）
　委員　　鉾井修一（京都大学名誉教授）
　　　　　桝田洋子（桃李舎主宰） 
　　　　　松岡　聡（近畿大学教授）
　　　　　松田浩三（大阪府住宅まちづくり部
　　　　　　　　　 公共建築室室長）
応募期間　1月15日（月）〜1月31日（水）
応募資格　大阪府知事賞部門：本会正会員
　　　　　または大阪府在住もしくは在勤の者

渡辺節賞部門：本会正会員または
大阪在住もしくは在勤の者で完了
検査済証発行日に39歳以下の者

応募料　本会正会員　1作品20,000円
　　　　本会正会員外　1作品につき40,000円
※応募詳細は本号同封の第62回大阪建築コ

ンクール応募要項をご覧ください。

建築士のつどい2018
2/10 

建築士会に所属する建築士による各地域での
活動の発表後、リノベーションの第一人者であ
る建築家の大島芳彦先生に講演いただき、私

平成29年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）
1/18、2/15、3/7　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であり、
建築に特化したテキストを使用し、経験豊富な
ベテラン技術者の講師による解説と映像で、実
務に役立つ情報を提供します。監理技術者以
外の建築士や技術者の方も受講が可能です。
日程　1/18（木）、2/15（木）、3/7（水）
時間　8：55〜17：00
会場　大阪府建築士会会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み 9,500円
　　　　郵送申込み 10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ 
　　　りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/torikumi/
news/2015-07-28-2.html

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《限界耐力計算法》
1/30　CPD6単位

既存木造建築物の限界耐力計算法による耐
震診断は、一般診断法が建物の強度を評価す
るのに対して、建物の強度だけでなく、減衰性
能も評価することができる診断法です。この機
会に限界耐力計算法の技術を修得され、今後
の業務に活用されますようご案内いたします。
日程　1月30日（火）
時間　9：30〜16：00
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　120名（定員になり次第締切）
受講料　会員6,000円　会員外8,000円
テキスト代　4,000円（大阪府木造住宅の限界

耐力計算による耐震診断・耐震改
修に関する簡易計算マニュアル）

建築士法にもとづく建築技術講習会
建築紛争における法的措置とその
対応策
1/31　CPD3単位

建築紛争は、瑕疵や契約問題にかかる設計
者、工事請負者と建築主の争いから、高層マン
ション等の建設に関する近隣住民と建築主と
の争いに至るまで多様化しており、法的措置に
発展する事例も少なくありません。そこで、建築
紛争における法的措置とその対応について、大
阪地方裁判所裁判官と大阪府建築審査会委
員の法律専門家を迎え、講演会を開催します。
日時　1月31日（水）
　　　14：00〜17：00　講演会
　　　17：30〜19：00　交流会
会場　大阪府建築士会会議室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　一般5,000円
交流会費　1,500円（希望者のみ）

できる技術者として名簿に掲載します。（本講習
は、国土交通大臣登録講習ではありません。）
日程　①12月7日（木）
　　　②平成30年2月9日（金）
時間　10：00〜15：50
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
定員　各100名（定員になり次第締切）
受講料　会員5,000円　会員外9,000円
テキスト代　7,200円（2012年改訂版木造住

宅の耐震診断と補強方法）

建築士法にもとづく建築技術講習会
温熱・気流シミュレーションが導く新
たな建築設計のすがた
12/19　CPD2単位

空気を知り建築を設計していくことは、快適な
空間を創造するうえでとても重要なファクターと
なります。今回は、空気の熱や流れをシミュレー
ションする手法としてCFD（数値流体力学）解
析を紹介します。これにより建物内外の温熱・
気流を3次元的にシミュレーションし見える化す
ることが可能で、設計段階での検証や分析・検
討に活用できます。空気の変化を科学的な視
点から捉え、最新のIT技術と結びつけることで、
建築空間へ新たな価値を創出することを目指し
ます。
日時　12月19日（火）　14：00〜16：30
会場　大阪府建築士会会議室
定員　60名（定員に達し次第締切）
受講料　建築士会会員3,000円
　　　　後援団体会員4,000円
　　　　一般5,000円

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
簡易評価法（仕様ルート・簡易計算
ルート）
1/17・1/23　CPD6単位

省エネ基準の評価方法には①仕様ルート、②
簡易計算ルート、③詳細計算ルートがあり、②
簡易計算ルートはこれまでの③詳細計算ルート
と違い、屋根・壁・開口部等の外皮各部位の面
積計算をすることなく熱性能値を電卓等で簡単
に計算できます。初めて省エネ計算を学ばれる
方にも理解しやすく、省エネ評価入門編の『簡
易評価法』について、本講習会でわかりやすく
説明いたします。
日程　1月17日（水）・1月23日（火） 
時間　9：40〜16：30（各回共）
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　各回120名 
受講料　会員 本会が補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
※建築士会会員は受講料を本会が全額補助。
申込　専用のWEBからお申込みください。
HP　 省エネ講習会　 検索 
詳細は今月号同封のチラシをご覧ください。

平成29年度建築士定期講習
1/25、2/28、3/26、3/30　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所属
するすべての建築士は3年以内ごとに定期講
習を受講しなければなりません。本年度は平成
26年度に本講習を受講された方や、建築士試
験に合格された方が対象となります。未受講者
は懲戒処分の対象となりますので必ず受講して
ください。
日程・会場
　1/25（木）　大阪国際交流センター
　　　　　　 定員200名  会場コード5C-05
　2/28（水）　大阪国際会議場
　　　　　　 定員300名  会場コード5C-55
　3/26（月）　大阪国際会議場
　　　　　　 定員300名  会場コード5C-06
　3/30（金）　大阪府建築健保会館
　　　　　　 定員90名  会場コード5C-56
時間　9：25〜17：00
申込書必着日　1/25（木）講習：12/21（木）
　　　　　　　2/28（水）講習：1/24（水）
　　　　　　　3/26（月）講習：2/19（月）
　　　　　　　3/30（金）講習：2/23（金）
※各回定員に達し次第、受付を終了します。
受講料　12,960円（消費税含）
申込書配布・受付場所 
　大阪府建築士会事務局
　大阪府建築士事務所協会事務局

建築士会会員受講料全額補助
大阪府住宅省エネルギー設計者講習会
12/5　CPD6単位

国土交通省が新省エネ基準を2020年までに
すべての新築住宅に適合を義務付けることに
先がけて、設計者に木造住宅の省エネ技術の
習得をしていただく講習会です。
日程　12月5日（火）
時間　9：45〜16：45（各回共）  
会場　大阪府建築健保会館6階ホール
　　　大阪市中央区和泉町2-1-11
定員　120名
受講料　会員 本会が補助
　　　　会員外1,000円（テキスト代含）
※建築士会会員は受講料を本会が全額補助。
申込　専用のWEBからお申込みください。
HP　 省エネ講習会　 検索 
詳細は今月号同封のチラシをご覧ください。

大阪府知事指定講習
平成29年度既存木造住宅の耐震診
断・改修講習会《一般診断法講習会》
12/7・2/9　CPD各5単位

本講習会修了者は、大阪府及び府内市町村
の木造住宅耐震診断等の補助を受けることが

Sponsorship
建築士会からのお知らせ
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10/26  ⼤阪府収⽤委員会
  泉⼤津副市長、忠岡町長⾯談
10/28  ⼥性分科会 30 周年記念事業
11/1～5　第 20 回日・韓・中建築士協議会
11/ 6 建築 15 団体午餐会 
11/ 7 泉南市長、岬副町長⾯談
11/10  ⼤東市長、四條畷市長⾯談
11/14  ⼤阪府収⽤委員会
  鑑定支援業務会議
  建築 4 団体会長支部長会議 
11/15   正副会長会議、理事会 
11/16   田尻町長、熊取町長⾯談
  ⼤阪府中小建設業協会式典
11/20～21　ハワイ州建築家意⾒交換会

宅地建物取引業法改正により、平成 30
年 4 月から既存住宅取引の重要事項説明
時等において「既存住宅状況調査」（イ
ンスペクション）に関する説明が義務付
けられます。
調査の実施は、登録機関の講習を修了し
た建築士のみに認められるため、建築士
の新たな業務として期待されています。
日本建築士会連合会は国交省に講習機関
の登録を行い、全国の建築士会で講習を
実施しています。現在の全国の申込状況
は、新規講習 7,597 名、移行講習 4,028
名で、そのうち⼤阪では新規講習 525 名、
移行講習 241 名が受講され、建築士の皆
様の関心の⾼さが伺えます。

「TSURUMIこどもホスピス」は日本初
のコミュニティ型こどもホスピスです。
昨年グッドデザイン賞、本年 BCS 賞を
受賞しました。
同館は「命を脅かされたこどもがやって
みたいと思うことを叶え、その⼦の成長
を支える場所」、また「家族がつらいと
きや悲しいときに支えが得られ、⾃由に
休める場所」の提供を理念とし、治療や
医療的な緩和ケアではなく、病状を把握
した看護スタッフが⾒守る環境で、難病
児と家族による日中利⽤や宿泊施設の提
供、交流イベントを開催しています。ま
た、施設は個⼈、企業、団体などの寄付
により運営されています。
本会は 10 月度、11 月度の理事会におい
て出席された理事に対し寄付を募ったと
ころ全ての理事に賛同をいただき、総
額 5 万円を同館に寄付することとしまし
た。また、研修委員会では来年 3 月に⾒
学会を企画していますので、ぜひご参加
下さい。

 本会が事務局を務める第 37 回⼤阪都市
景観建築賞（愛称：⼤阪まちなみ賞）の
現地審査と最終審査を 11 月 7 日に実施
しました。現地審査は書類審査により選
出された 12 件について、久審査委員長
をはじめとする 7 ⼈の審査員により実施
しました。
終了後、引き続き最終審査を行い、現地
審査の状況を踏まえて討議した結果、⼤
阪府知事賞、⼤阪市長賞、審査員特別賞、
緑化賞、建築サイン・アート賞のそれぞ
れ 1 作品、奨励賞 5 作品合計 10 作品を
選定しました。今後、⼊賞作品集を作成
し、報道発表します。

動静レポート

（左）森田
　　泉⼤津副市長

（右）和田
　　忠岡町長

（右）栗山
　　田尻町長

（右）藤原
　　熊取町長

現地審査風景

（右）竹中
　　泉南市長

右から田中副会長、中⼝岬副町長、岡本会長、
杉本地域幹事、中特任顧問

（右）東坂⼤東市長

右から林四條畷副市長、東市長、岡本会長、
石貫副会長、上⾼原北河内幹事

会長動静

既存住宅状況調査技術者講習会の受講
状況

社会貢献委員会

TSURUMI こどもホスピスへ寄付

研修委員会

第 37 回大阪都市景観建築賞最終審査
を実施

建築表彰委員会



7 2017.12  建築人

⼤阪市東地域会では、建物⾒学会を企画
／推進しています。第一回の「山本能楽
堂」の好評を受け、今回は、旧⼤林組本
店だった「ルポンドシエルビル」の現場
⾒学会を開催致しました。
ルポンドシエルビルは、当初⼤林組の本
店ビルとして建設されたものですが、関
東⼤震災の被災体験を⽣かした、⼤正末
期に建てられた耐震性ビル（鉄筋コンク
リート造）の先駆者的存在の建物と言え
るものです。昭和 40 年代後半には、土
佐堀通りを挟んだ南側の敷地に、超⾼層
の新たな⾃社ビル（旧⼤林ビル）が建設
され、そちらに同社の本店機能が移され
ましたが、その後も適宜保全や改修（耐
震補強を含む）が行われ、現在に至って
います。
参加された方々に感想をお聞きしたとこ
ろ、⾯白かったと言ったお声だけでなく、
地下一階レストラン「さがん」の雰囲気

⼥性分科会は 2017 年 30 周年を迎えま
した。
記念事業として建築⼥⼦を集めてワール
ドカフェ形式のトークイベントを実施し
ました。参加者を広く募るため、事務所
協会、建築家協会、建築協会、建築学会
の在阪 5 団体の共催事業として一年前よ
り実行委員会を結成し会議を重ねてまい
りました。その成果もあり、意匠、イン
テリア、施工、構造、学⽣、休職中の
方、現役を終えられた方など、様々な⽴
場・年代の 100 ⼈近い建築⼥⼦に参加し
て頂く事が出来ました。お菓⼦をつまみ、
お茶を飲みながら 12テーブルに分かれ、
席替えをしながら、①なぜ建築に関わっ
ているのか、②建築⼥⼦が活躍するため
に必要なものは、③建築⼥⼦が考える魅
⼒的な社会・都市・建築・まち―の 3つ
のテーマについて全員が発言できるよう

Topics

やお弁当（昼食付⾒学会でした）も好評
を頂きました。また、臨時に開館して頂
いた⼤林組歴史館も十分楽しんで頂けた
ようでした。
このところ、建物の長寿命化対策や既存
ビルのリノベーションなど、改修市場が
活気を呈しています。ルポンドシエルビ
ルに於ける様々な保全／改修／耐震技術
をご紹介させて頂く事を通して、⾒学会
参加の皆様の知識に少しでも役⽴つ内容
があればと願っております。
今後も、皆さんが知りたい情報を探し発
信していく事で、⼤阪市東地域会の輪

（和 ?）を広げて行きたいと思います。
閑話休題。毎回、地域会の打合せでは“建
築士が集う楽しい会合計画”などについ
て喧々諤々と議論を交わしています。時
には会合が終わった後の赤ちょうちん談
義で、⼤いに盛り上がる事も有ります。
他の地域会の皆さんも是非、⼤阪市東地

にしました。すべてのテーブルで⼥性な
らではのコミュニケーション能⼒が発揮
され、非常に盛り上がり、活発に意⾒交
換をしていただきました。
第二部では第一部の報告に続き、国土交
通省住宅局長の伊藤明⼦様に「建築⼥性
に期待する」というテーマでご講演頂き
ました。⼥性ばかりでなく、男性の参加
も多く、少⼦⾼齢化時代に虫の目よりも
俯瞰的に社会を⾒ることのできる鳥の目
を持ち、⼥性もメインテーブルに着くよ
う努⼒が必要、今がチャンスであると学
びました。
事業の成果として以下の 3つの未来宣言
をしました。
①魅⼒ある建築と都市をきずきます。
②建築⼥⼦ネットワークを構築します。
③⼥性支援と意⾒発信を行います。
これからの時代は情報が瞬時に伝わる時

域会のイベントへ参加頂ければ幸いで
す。今後とも宜しくお願い申し上げます。

代です。そのスピードに対応できるよう建
築⼥⼦もネットワークを構築し、⼥性なら
ではの感性を建築、都市、まちづくりに
⽣かし、共に学び、議論し、社会に発信
する事が必要です。少⼦⾼齢化の次代を
担う若い世代の建築⼥
⼦がライフイベントに
左右されることなく仕
事を継続、輝き続ける
ことができるように、⼒
を合わせて活動して行
くことを宣言しました。

女性分科会 30 周年事業 WORLD Café「建築女子がきずく未来」報告
日程：平成 29 年 10 月 28 日（土）　　会場：ドーンセンター　　参加者：一部 101 名、二部 111 名、三部 68 名

田代加奈（理事）

大正 15 年竣工　旧大林組本店ビル「ルポンドシエルビル見学会」報告
日程：平成 29 年 10 月 14 日（土）　　会場：ルポンドシエルビル他　　参加者：24 名

松岡啓介（大阪市東地域会会員）
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『
今
、
自
治
体
の
ア
ツ
イ
と
こ
っ
！
』

文　
　

川
村　

健
二

松
原
市
に
お
け
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

１
．は
じ
め
に

　

松
原
市
は
、
大
阪
府
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置

し
、北
に
大
阪
市
、八
尾
市
、西
及
び
南
に
堺
市
、

東
に
羽
曳
野
市
、
藤
井
寺
市
と
隣
接
し
て
い
る

ま
ち
で
す
。
古
代
か
ら
長
尾
街
道
、
中
高
野
街

道
な
ど
の
街
道
が
交
差
す
る
交
通
の
要
衝
と
し

て
栄
え
る
と
と
も
に
、
歴
史
的
な
寺
社
や
古
墳

が
点
在
し
、﹁
松
生
い
し
丹
比
の
松
原
﹂
と
言

わ
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、﹁
松
原
﹂
と
い
う
地

名
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も

西
名
阪
自
動
車
道
、
近
畿
自
動
車
道
、
阪
和
自

動
車
道
、阪
神
高
速
道
路
等
が
交
差
し
て
お
り
、

交
通
利
便
性
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

阪
神
高
速
道
路
大
和
川
線
や
都
市
計
画
道
路
堺

港
大
堀
線
が
工
事
中
で
あ
り
、
事
業
完
了
後
に

は
、
堺
市
や
大
阪
湾
岸
部
及
び
神
戸
方
面
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
改
善
さ
れ
、
ま
す
ま
す
、
人
や
物

の
流
れ
が
活
発
に
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
鉄
道
に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
内
を
走
る
近

鉄
南
大
阪
線
に
よ
り
、
市
役
所
最
寄
駅
で
あ
る

河
内
松
原
駅
か
ら
大
阪
阿
部
野
橋
駅
ま
で
お
よ

そ
一
〇
分
と
い
う
好
立
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
の
松
原
の
成
り
立
ち
は
、

一
九
五
五
年
二
月
一
日
に
松
原
町
、
天
美

町
、
布
忍
村
、
恵
我
村
、
三
宅
村
の
二
町
三

村
が
合
併
し
て
府
内
二
一
番
目
の
市
と
し
て

誕
生
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
が
、
そ

の
後
、
美
原
町
︵
現
堺
市
美
原
区
︶
の
丹

南
、
堺
市
の
河
合
を
合
併
し
、
若
林
の
一
部
が

八
尾
市
に
編
入
さ
れ
現
在
の
東
西
約
五
．八
㎞
、

南
北
約
五
．一
㎞
、
面
積
約
一
六
．六
六
㎢
の
ほ

ぼ
平
坦
な
市
域
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
市
政
施

行
当
時
は
、
人
口
約
三
万
六
千
人
の
田
園
都
市

で
し
た
が
、
昭
和
四
〇
年
代
に
急
激
に
進
ん
だ

都
市
化
に
伴
い
人
口
が
増
加
し
、
二
〇
一
七
年

一
〇
月
一
日
現
在
で
は
約
一
二
万
一
千
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
２
．天
美
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　

道
路
網
の
発
達
に
よ
り
、
そ
れ
を
活
か
し
た

商
業
・
業
務
施
設
等
の
開
発
に
対
す
る
需
要
が

比
較
的
高
い
と
思
わ
れ
る
本
市
で
す
が
、
幹
線

道
路
沿
道
と
い
う
開
発
に
適
し
た
土
地
も
含

め
、
市
域
の
お
よ
そ
二
三
％
に
当
た
る
区
域
が

市
街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
お
り
、
せ
っ
か
く

の
好
立
地
を
有
効
活
用
し
て
い
る
と
は
言
い
難

い
状
況
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
市
で
は

二
〇
一
一
年
三
月
に
策
定
し
た
﹁
松
原
市
第
四

次
総
合
計
画
﹂
に
お
い
て
、
幹
線
道
路
が
交
わ

る
箇
所
を
﹁
大
規
模
集
客
商
業
施
設
用
地
﹂
と

位
置
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
二
年
三
月

に
は﹁
松
原
市
新
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂

を
策
定
し
、
市
街
化
調
整
区
域
内
の
広
幅
員
道

路
の
結
節
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
の

混
在
化
を
防
止
し
つ
つ
、
地
区
計
画
の
活
用
を

含
め
、
大
規
模
商
業
施
設
や
工
業
施
設
、
特
定

流
通
業
務
施
設
な
ど
の
計
画
的
な
立
地
を
促
進

す
る
﹁
都
市
型
複
合
拠
点
地
区
﹂
と
位
置
付
け

ま
し
た
。

　

併
せ
て
、
阪
神
高
速
三
宅
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
︵
以
下
Ｊ
Ｃ
Ｔ
︶
か
ら
堺
市
の
三
宝
Ｊ
Ｃ
Ｔ

ま
で
の
約
九
．七
㎞
を
結
ぶ
阪
神
高
速
道
路
大

和
川
線
や
そ
の
地
上
部
を
国
道
三
〇
九
号
か

ら
府
道
大
阪
狭
山
線
ま
で
約
二
．一
㎞
に
渡
っ

て
走
る
都
市
計
画
道
路
堺
松
原
線
、
ま
た
、
そ

の
堺
松
原
線
と
府
道
大
堀
堺
線
を
結
ぶ
都
市

計
画
道
路
大
阪
河
内
長
野
線
の
整
備
が
具
体

化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
二
〇
一
一
年
三
月

に
堺
松
原
線
と
大
阪
河
内
長
野
線
の
交
差
部

を
中
心
と
す
る
﹁
大
規
模
集
客
商
業
施
設
用

地
﹂
に
位
置
付
け
ら
れ
た
本
市
北
部
の
天
美

地
区
に
お
け
る
約
三
一
ha
の
土
地
を
保
留
区

域
に
設
定
し
、
二
〇
一
一
年
度
よ
り
地
域
の

地
権
者
と
共
に
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
勉

強
会
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
二

年
度
か
ら
は
天
美
地
区
の
保
留
区
域
を
Ａ
地

区
、
Ｂ
地
区
、
Ｃ
Ｄ
地
区
と
ゾ
ー
ン
分
け
し
、

勉
強
会
等
に
お
け
る
話
し
合
い
の
中
で
、
Ｂ

地
区
の
一
部
で
あ
る
約
九
．二
ha
に
つ
い
て
は
、

組
合
施
行
か
つ
業
務
代
行
方
式
に
よ
る
土
地
区

画
整
理
事
業
を
行
い
、
Ａ
地
区
及
び
Ｃ
Ｄ
地
区

に
つ
い
て
は
、
民
間
開
発
の
手
法
で
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
五
年
三
月
に
は
天
美
地
区
の
保
留
解
除

を
行
い
市
街
化
区
域
へ
編
入
す
る
と
と
も
に
、

Ａ
地
区
、
Ｂ
地
区
、
Ｃ
Ｄ
地
区
の
そ
れ
ぞ
れ
に

幹
線
道
路
沿
道
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
へ
の

誘
導
及
び
商
業
施
設
、
業
務
施
設
等
が
複
合
的

に
立
地
し
、
か
つ
、
周
辺
の
住
宅
等
と
も
協
調

し
た
良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
行
い
、
魅
力
あ

る
都
市
拠
点
の
創
出
を
図
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
地
区
計
画
を
定
め
、
市
域
面
積
に
お
け
る
市

街
化
調
整
区
域
の
割
合
は
、
約
二
一
．二
％
と

な
り
ま
し
た
。

　

Ｂ
地
区
の
一
部
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

二
〇
一
三
年
九
月
に
事
業
化
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー

が
決
定
し
、
二
〇
一
四
年
二
月
に
土
地
区
画
整

理
準
備
組
合
の
設
立
、
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年

六
月
の﹁
松
原
市
天
美
東
土
地
区
画
整
理
組
合
﹂

の
設
立
及
び
業
務
代
行
者
の
決
定
を
受
け
、
事

業
と
し
て
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
は
事
業
計
画
変
更

が
行
わ
れ
、
現
在
の
事
業
区
域
は
約
一
〇
ha
と

な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
七
年
度
に
事
業
区
域

内
の
道
路
、
公
園
、
緑
地
と
い
っ
た
公
共
施

設
の
整
備
を
終
え
、
二
〇
一
九
年
度
に
事
業

を
完
了
す
る
予
定
で
す
。
こ
こ
ま
で
、
土
地

区
画
整
理
事
業
は
順
調
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

二
〇
一
七
年
六
月
に
は
、
大
規
模
商
業
施
設
の

建
設
予
定
地
を
土
地
区
画
整
理
組
合
よ
り
事
業

者
で
あ
る
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ク
リ
エ
イ
ト
リ
ン

ク
へ
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
大
規
模
商
業
施
設
の
敷
地
面
積
は
、
お
よ

そ
六
七
〇
〇
〇
㎡
、
年
間
来
客
者
数
の
見
込
み

大
阪
府
内
の
ホ
ッ
ト
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

連
載 

第
三
十
八
回  

松
原
市
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が
約
一
二
〇
〇
万
人
、
施
設
で
の
雇
用
者
数
は

二
〇
〇
〇
人
か
ら
三
〇
〇
〇
人
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
ま
ち
び
ら
き
に
向
け
店
舗
の
建
築
が

行
わ
れ
て
い
く
予
定
で
す
が
、
そ
れ
に
歩
調
を

合
わ
せ
る
形
で
大
規
模
商
業
施
設
の
敷
地
以
外

に
お
い
て
も
民
間
資
本
に
よ
る
開
発
行
為
が

徐
々
に
展
開
さ
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
田
園
風
景
が
ま
っ
た
く
新
し
い
ま

松原市

川
村
　
健
二

　
松
原
市
役
所
都
市
整
備
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

主
幹
兼
区
画
整
理
係
長

一
九
七
五
年 

高
槻
市
生
ま
れ

一
九
九
八
年 

大
阪
市
立
大
学
卒
業

二
〇
〇
〇
年 

松
原
市
入
庁

二
〇
一
六
年 

四
月
よ
り
現
職

ち
へ
と
変
貌
す
る
こ
と
で
、
新
た
に
賑
わ
い
の

拠
点
が
誕
生
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も

に
、
本
市
で
は
こ
れ
ま
で
に
類
の
な
い
大
規
模

店
舗
の
出
店
に
よ
り
、
買
い
物
の
た
め
に
市
外

へ
出
掛
け
て
い
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
需
要
を
市

内
で
満
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

地
域
の
将
来
に
も
た
ら
す
波
及
効
果
は
大
き
な

も
の
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
．新
堂
四
丁
目
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
南
部
に
位
置
す
る
新
堂
四
丁
目
地
区

は
、
国
道
三
〇
九
号
及
び
本
市
と
羽
曳
野
市

を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
新
堂
南
線
沿
道
と
い

う
好
立
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
街
化
調
整
区

域
と
な
っ
て
お
り
、
地
区
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
活
か
せ
て
い
な
い
状
況
で
し
た
。
し
か
し
、

二
〇
一
一
年
三
月
に
策
定
し
た
﹁
松
原
市
第
四

次
総
合
計
画
﹂
に
お
い
て
﹁
大
規
模
集
客
商

業
施
設
用
地
﹂
と
、
ま
た
、
二
〇
一
二
年
三

月
策
定
の
﹁
松
原
市
新
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
﹂
に
お
い
て
は
、﹁
都
市
型
複
合
拠
点

地
区
﹂
と
天
美
地
区
同
様
の
位
置
付
け
を
行

い
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
地
元
地
権
者
と
共
に

ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
、
ま
た
、
二
〇
一
七
年
二
月
に
土
地
区
画

整
理
準
備
組
合
を
設
立
し
、
現
在
、
二
〇
一
八

年
の
土
地
区
画
整
理
組
合
設
立
に
向
け
、
事
業

計
画
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ

の
過
程
で
は
、
事
業
化
検
討
パ
ー
ト
ナ
ー
を

二
〇
一
五
年
六
月
に
、
さ
ら
に
、
業
務
代
行
予

定
者
を
二
〇
一
七
年
六
月
に
そ
れ
ぞ
れ
戸
田
建

設
及
び
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
の
共
同
企
業
体
に
決
定

す
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
は
約

一
〇
ha
の
新
堂
四
丁
目
地
区
を
保
留
区
域
に
設

定
し
ま
し
た
。
今
後
、
地
権
者
同
意
の
取
得
を

含
む
作
業
並
び
に
土
地
区
画
整
理
事
業
が
計
画

ど
お
り
に
運
べ
ば
、
保
留
解
除
は
二
〇
一
八
年

三
月
、
ま
ち
び
ら
き
は
二
〇
二
二
年
春
の
予
定

と
な
り
ま
す
。

４
．お
わ
り
に

　

こ
こ
ま
で
、
最
近
の
本
市
に
お
け
る
土
地
区

画
整
理
事
業
の
経
緯
や
今
後
の
予
定
に
つ
い
て

書
い
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
地
区
に
つ

き
ま
し
て
も
、﹁
幹
線
道
路
沿
道
ま
ち
づ
く
り

事
業
﹂
と
し
て
、
都
市
計
画
道
路
堺
松
原
線
や

都
市
計
画
道
路
堺
港
大
堀
線
沿
い
の
市
街
化
調

整
区
域
の
地
権
者
を
対
象
と
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
勉
強
会
を
開
催
し
た
り
、
地
域
住
民
が
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
た
め
の
勉
強
会
の
講

師
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
す
る
﹁
市
民

参
画
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
﹂
を
と
お
し
て
、

地
権
者
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
機
運
を
高
め

よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
本
市
と
し
ま
し
て
は
、
交
通
利
便

性
の
高
い
立
地
を
活
か
し
、
幹
線
道
路
沿
道
を

中
心
と
し
た
地
域
に
お
い
て
、
地
権
者
の
み
な

さ
ん
と
共
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
す

で
に
お
住
ま
い
の
方
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら

松
原
市
に
住
も
う
と
考
え
て
い
る
方
並
び
に
本

市
で
事
業
展
開
を
検
討
さ
れ
て
い
る
事
業
者
に

対
し
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

天
美
我
堂

天
美
南

天
美
西 天美東

北新町
東新町

南新町

河合

岡

丹南

立部

柴垣

西大塚

河内松原高見ノ里
布忍

河内天美
近
鉄
南
大
阪
線

一津屋

西野々

小川

大堀

上田高見の里

新堂

田井城 阿保 松ケ丘

別所

三宅東
三宅中

三宅西

天美北

松原市役所

若林

松原IC

大
塚
山

　古
墳

松原JCT
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Gallery 建築作品紹介 設計：日建設計 
施工：西松建設

紫⾦寮は京都⼥⼦⼤学の 100 年以上続く教育寮としての伝統を尊重しつつ、現代の学⽣ニーズにも応えた
新しい「京⼥スタイル」の学⽣寮である。
寮⽣室は京⼥伝統の 3 ⼈部屋がバルコニーを共有して向き合う構成とし、部屋間の間仕切りを開放すれば
6 ⼈部屋としても使⽤することができ、外観はこの特徴的平⾯構成をそのまま現したものとなっている。
家具ユニットで個⼈のプライバシーを確保しつつ、3 ⼈から 6 ⼈で共⽤できる「室内リビング」、フロア単
位で共⽤できる「リビング・キッチン・ダイニング」、寮⽣全員が毎朝礼拝に集まる「仏間」など、様々な
単位のスペースを共⽤することによって⽣活の中で⾃然にコミュニケーション⼒が⾼められる計画とした。
外装は⼤学のデザインコードであるレンガ調タイルと RC 打ち放しにより構成した。内部廊下は屋外の路
地として、各寮⽣室の⼊⼝は⽞関として⾒⽴て、外部の素材を内部にも取り⼊れた構成とした。各所に採
⽤したヒノキ材と⼥性に配慮したディテールにより新しい⼥性のためのシェアハウスをつくりだした。

所 在 地：京都府京都市
用　　途：学生寮
竣　　工：2017.09
構造規模：RC 造　地上 5 階
敷地面積：5,254.89㎡
建築面積：1,747.35㎡
延床面積：6,176.31㎡
写　　真：東出清彦写真事務所・
　　　　　エスエス大阪
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Gallery 建築作品紹介 京都女子大学 紫金寮



2017.12  建築人 12

Gallery 建築作品紹介 京都美術工芸大学 京都東山キャンパス 設計：大林組
施工：大林組

伝統工芸学科と建築学科をもつ⼤学の新キャンパス。鴨川通り沿いに80m
を超える間⼝を有した⽴地を活かし、鴨川に沿って浮かび流れる特徴的な
ファサードとすることで、歴史を受け継ぎ、未来を切り拓く学校のアイデ
ンティティを表現した。本敷地は小学校の跡地利⽤を促進する京都市のプ
ロジェクトの一環である。既存校舎は耐震改修と必要最小限の内外装改修
を行い、木工、陶芸などの実習室として利⽤、一方新築棟には、⼤小の教
室の他、ギャラリー・図書室・カフェテリアなどを計画した。新築棟を
既存校舎に相対するかたちで配置することで、運動場を中庭として残し、
中庭を介して新旧校舎が一体となるキャンパスを目指した。　 （黒川宗範）

建 築 主：学校法人
　　　　　二本松学院
所 在 地：京都府京都市
用　　途：大学
竣　　工：2017.03
構造規模：S 造
　　　　　地上 3 階建
敷地面積：8,108㎡
建築面積：4,509㎡
延床面積：9,873㎡
写　　真：SS 大阪
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Gallery 建築作品紹介

照明メーカーの新たな開発拠点となる「ひかり」をテーマとした研究施
設である。開⼝部からの⾃然光や照明器具の⼈工光を建築と一体的にデ
ザインし、建築と照明の間にある境界が消えたデザインを目指した。
前⾯道路からの騒音等、厳しい敷地条件のなか、快適で働きやすい環境
をどう実現するか。窓が必要ない暗室仕様のラボ特性を手掛かりに、構
造体となる壁で建物を囲み、周辺の環境負荷要素を一旦遮断し、建物中
央に守られた外部環境を挿⼊することで光と空気をワークスペースに取り
込んだ。敷地環境を丁寧に読み込み、相反する要求プログラムをシンプル
に解くことで、敷地と⼈に寄り添うデザインとした。（東井嘉信・西森史裕）

大光電機株式会社 技術研究所 設計：大林組
施工：大林組

建 築 主：大光電機
　　　　　株式会社
所在地：大阪府東大阪市
用　　途：研究施設
竣　　工：2017.04
構造規模：RC・S 混構造
敷地面積：4,983.46㎡
建築面積：2,302.77㎡
延床面積：3,849.95㎡
写　　真：稲住写真工房
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Gallery 建築作品紹介 設計：竹中工務店
施工：竹中工務店

世界遺産である下鴨神社「糺の森」の第 3 期整備計画における、定期
借地契約による 99 戸の分譲型集合住宅の計画である。世界遺産のバッ
ファーゾーンである計画地に、既存樹木に干渉しないように全 8 棟の分
棟配置とすることで、樹木を最⼤限に保存し、森の環境保全を行った。
また、参道に⾯する住棟をセットバックし、新たに緑地帯を設け樹木を
増やし、糺の森と連続した景観を創出した。以前にこの地域にあった社
家町の雰囲気を継承すべく、集合住宅は日本瓦葺きの切妻屋根で構成し、
外構は和風塀・水盤・⽣垣などを組み合わせて配置することで、歴史と
⾃然が共棲する参道空間を再構築した。　　　　（阪本泰智、丸⼦勇⼈）

所 在 地：京都府京都市
用　　途：集合住宅
竣　　工：2017.06
構造規模：RC 造 3 階
敷地面積：9,647㎡
建築面積：3,724㎡
延床面積：9,433㎡
写　　真：古川泰造

J.GRAN THE HONOR 下鴨糺の杜
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Gallery 建築作品紹介 姫嶋神社 参集殿 設計：橋口建築研究所
施工：Arcc

地域に根ざした神社の参集殿は、神事を司る⼤広間と社務所を併設して
おり、手漉き和紙の障⼦で柔らかく間仕切ることで、婚礼・講話・美術
展示など、多様な要望に応える構成としています。神聖な空間でありな
がら、一般にも気軽に利⽤いただけるよう、壁⾯は躯体と同じ唐松を⽤
い、背筋が伸びすぎない優しい空間としました。本殿に至る参道に⾯す
る外観は、控えた意匠とするため、神社建築に⾒られる千木がニョキニ 
ョキと突き出すのではなく、屋根の下に沈め斜めに振ることで、X-Y 軸
の耐⼒を補う構造としました。これは、氏⼦と神社の連綿と続く長い歴
史を表現しており、参拝者の記憶に残る“集いの場”となっています。

所 在 地：大阪市西淀川区
用　　途：神社・参集殿
竣　　工：2017.02
構造規模：木造平屋建て
敷地面積：3,398.98㎡
建築面積：620.54㎡
延床面積：223.79㎡
写　　真：淺川　敏
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 建築人賞 記念盾　「未来へ！」
 グラスアーティスト 三浦啓子作

会報誌『建築人』では、Gallery に 掲載する作品を
募集しています。

詳しくは、公益社団法人大阪府建築士会『建築人』
Gallery 建築作品掲載係まで。

※モノクロページは住宅に限ります。

【掲載料】
　カラー　 ２ページ　２０万円
　カラー　 １ページ　１０万円
　モノクロ ２ページ　１０万円
　モノクロ １ページ　　５万円

『建築人』Gallery 掲載作品 募集中
2018

第 10 回
建築人賞
主催：公益社団法人 大阪府建築士会

公益社団法人大阪府建築士会では
本誌「建築人」の Gallery に掲載された建築作品を対象に
社会性、芸術性、時代性を考慮して、顕彰、公表することにより
建築技術の進展、建築文化の向上に資することを目的として
建築人賞を実施しています。  

■ 第 10 回 対象作品
「建築人」2017 年１月号から 2017 年 12 月号まで
Gallery に掲載された建築作品
※建築種別、建築地を問わない。但し、竣工検査済証を受けたもの

■ 表彰（設計者に対して）
建築人賞　　  （賞状と記念盾）
建築人奨励賞  （賞状）
※建築主・施工者には感謝状授与

■ 受賞発表
建築人 2018 年７月号誌面（予定）

■ 問い合わせ
公益社団法人大阪府建築士会「建築人賞」係
TEL 06-6947-1961 FAX 06-6943-7103

■ 審査方法（２段階審査・予定）
一次審査　建築人誌面、公開プレゼンテーションにより選定
二次審査　現地確認により選定

■ 審査委員長　古谷 誠章（早稲田大学教授） 
1955年　東京都生まれ
1978年　早稲田大学理工学部建築学科卒
1980年　早稲田大学大学院修了
1986～1987年　文化庁芸術家在外研修員として
　　　　　　　マリオ・ボッタ事務所在籍
1994年～　八木佐千子とスタジオナスカ（現NASCA）
　　　　　共同設立
1994年～　早稲田大学理工学部助教授
1997年～　早稲田大学教授
本年度より建築人審査委員長
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松
隈
　
洋	

京
都
工
芸
繊
維
大
学
教
授
。
博
士
（
工
学
）。

一
九
五
七
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
一
九
八
〇
年
京

都
大
学
卒
業
後
、
前
川
國
男
建
築
設
計
事
務
所

に
入
所
。
二
〇
〇
八
年
十
月
よ
り
現
職
。

　

二
〇
一
七
年
九
月
下
旬
、
東
京
都
三
鷹
市
に
あ

る
村
野
藤
吾
の
手
が
け
た
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
大

学
︵
現
・
ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
︶
の
キ
ャ
ン
パ
ス

を
再
訪
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
私
事
な
が
ら
、
遠

い
昔
の
学
生
時
代
、
同
級
生
と
満
開
の
桜
の
時
期

に
訪
ね
た
の
が
、村
野
建
築
と
の
初
邂
逅
で
あ
る
。

一
九
七
八
年
の
春
だ
っ
た
。
当
時
は
、
超
高
層
ビ

ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
進
む
中
、﹁
巨
大
建
築
論

争
﹂
が
起
き
、
三
里
塚
︵
成
田
︶
空
港
の
開
港
を

目
前
に
し
た
農
民
た
ち
の
激
し
い
抵
抗
運
動
の
支

援
に
、
身
近
な
学
生
た
ち
が
現
地
へ
赴
く
事
態
に

も
遭
遇
し
、
建
築
の
行
方
と
自
ら
の
将
来
に
思
い

悩
ん
で
い
た
。
そ
ん
な
最
中
に
、
長
谷
川
堯
﹃
神

殿
か
獄
舎
か
﹄︵
相
模
書
房
、
一
九
七
二
年
︶
と
出

会
い
、希
望
の
灯
の
よ
う
に
夢
中
で
読
み
終
え
た
。

そ
し
て
、
紙
面
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
こ
の
建
築
を

ど
う
し
て
も
見
た
く
な
っ
た
の
だ
と
記
憶
す
る
。

訪
れ
る
と
、
竣
工
か
ら
半
世
紀
近
く
が
経
ち
、
周

囲
は
宅
地
化
し
て
、
増
築
な
ど
で
様
子
が
変
わ
っ

て
は
い
る
も
の
の
、当
時
の
感
動
が
甦
っ
て
く
る
。

　

こ
の
建
築
の
空
間
体
験
に
は
、
そ
の
場
に
身
を

置
か
な
い
と
気
づ
き
に
く
い
一
種
独
特
の
も
の
が

あ
る
。
包
み
込
ま
れ
、
抱
か
れ
て
、
心
と
身
体
が

自
然
と
開
か
れ
て
い
く
心
地
よ
さ
、
と
で
も
言
っ

た
ら
良
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、竣
工
直
後
、

建
築
評
論
家
の
小
能
林
宏
城
が
記
し
た
次
の
文
章

で
も
、
す
で
に
明
快
な
言
葉
で
綴
ら
れ
て
い
た
。

　
﹁
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
繰
り
ひ
ろ
が
る
空
間
や

空
間
シ
ー
ク
エ
ン
ス
は
、
温
和
で
あ
り
、
静
謐
で

あ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
あ
る
。
造
型
表
現
や
建

築
形
態
も
ま
た
、
控
え
目
で
あ
り
、
デ
リ
ケ
ー
ト

で
あ
る
が
簡
潔
で
あ
り
、
古ア
ル
カ
イ
ッ
ク

拙
的
で
あ
る
と
さ
え

い
え
る
。︵
中
略
︶
す
べ
て
が
、
抑
制
さ
れ
て
お

り
、
簡
潔
で
あ
り
、
中
庸
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ

こ
の
建
築
空
間
は
、
そ
れ
と
気
づ
か
ぬ
ま
ま
人
を

ひ
き
こ
み
い
だ
き
こ
ん
で
し
ま
う
の
だ
。
い
つ
し

か
、
こ
こ
の
建
築
空
間
の
中
に
誘
い
こ
ま
れ
、
さ

ま
よ
い
、
へ
め
ぐ
り
、
滞
留
し
て
い
る
自
己
を
発

見
し
、
こ
こ
の
空
間
の
囲
繞
感
や
抱
擁
感
を
気
づ

か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。﹂︵
小
能
林
宏

城
﹁
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
大
学
を
見
て
︱
﹁
意
味

さ
れ
た
﹂世
界
﹂﹃
新
建
築
﹄一
九
七
〇
年
七
月
号
︶

　

ま
た
、
生
前
の
村
野
と
深
い
親
交
を
重
ね
て
き

た
長
谷
川
堯
は
、
村
野
が
亡
く
な
る
直
前
の
一
九

八
四
年
に
出
版
さ
れ
た
作
品
集
、﹃
村
野
藤
吾

T
O

GO
 M

U
RA

N
O

 1964

↓1974

﹄︵
新
建
築
社
︶

に
寄
せ
た
解
説
文
の
中
で
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ

の
強
い
影
響
を
受
け
て
設
計
さ
れ
た
宝
塚
カ
ト

リ
ッ
ク
教
会
︵
一
九
六
六
年
︶
や
西
宮
ト
ラ
ピ
ス

チ
ヌ
修
道
院
︵
一
九
六
九
年
︶
と
、
日
本
ル
ー
テ

ル
神
学
大
学
の
三
つ
が
、﹁
村
野
が
近
代
合
理
主

義
建
築
の
堅
苦
し
い
制
約
を
ゆ
う
ゆ
う
と
脱
け
出

し
て
、
い
わ
ば
自
在
の
境
地
と
い
っ
た
世
界
を
切

り
ひ
ら
く
た
め
に
、重
要
な
契
機
と
な
っ
た
作
品
﹂

だ
と
評
価
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、後
者
の
二
つ
が
、

﹁
村
野
の
七
〇
歳
代
の
最
後
を
語
る
秀
作
﹂
と
し

た
上
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。

　
﹁
彼
の
建
築
は
、
そ
の
建
物
の
使
用
者
に
と
っ

て
目
の
前
に
あ
る
も
の
4

4

、
つ
ま
り
客
観
的
な
対
象

で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
彼
ら
の
﹁
身
体
﹂
に
か

か
わ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。﹂

　

こ
こ
に
示
さ
れ
た
の
も
、
小
能
林
の
指
摘
と
重

な
る
身
体
に
直
接
響
く
空
間
の
抱
擁
感
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
建
築
は
ど
の
よ
う
な
経
緯

か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
解
き

明
か
す
手
が
か
り
と
な
る
著
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。

Ｅ
・
Ａ
・
ソ
ビ
ッ
ク
の
講
演
録
、﹃
神
の
民
の
家
︱

教
会
建
築
の
理
念
に
つ
い
て
︱
﹄︵
日
本
ル
ー
テ

ル
神
学
大
学
、一
九
六
九
年
︶
で
あ
る
。
こ
の
度
、

偶
然
に
も
、
上
記
の
小
能
林
と
長
谷
川
の
文
章
に

も
引
用
さ
れ
た
こ
の
講
演
録
を
古
書
と
し
て
入
手

し
た
。
ま
た
、
同
大
学
の
山
田
滋
さ
ん
の
ご
厚
意

か
ら
、
当
時
、
こ
の
新
し
い
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
計

画
の
建
築
委
員
会
に
若
手
教
員
と
し
て
加
わ
り
、

講
演
録
の
翻
訳
と
出
版
に
も
携
わ
っ
た
現
・
名
誉

教
授
の
徳
善
義
和
氏
の
貴
重
な
証
言
も
受
け
取
っ

た
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
こ
の
建
築
が
生
み
出

さ
れ
た
経
緯
の
一
端
が
見
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
に
は
、
村
野
の
建
築
家
と
し
て
の
姿
勢
を

正
確
に
理
解
し
た
上
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
設
計
を

依
頼
し
た
大
学
当
局
の
見
識
が
あ
っ
た
。
ま
た
、

宗
教
改
革
者
の
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
唱
え
た

キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
く
教
育
環
境
を
整
え
る

た
め
に
、
一
九
六
六
年
七
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の

ル
ー
テ
ル
教
会
か
ら
、
建
設
顧
問
と
し
て
、
教
会

建
築
に
造
詣
の
深
い
ソ
ビ
ッ
ク
が
派
遣
さ
れ
、
求

め
ら
れ
る
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
姿
に
つ
い
て
の
対

話
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
彼
は
、
村
野
の
千
代
田

生
命
本
社
︵
一
九
六
六
年
︶
も
視
察
し
、
村
野
と

も
話
し
合
い
を
持
っ
た
の
だ
と
い
う
。こ
う
し
て
、

彼
は
日
本
滞
在
の
最
後
に
、
村
野
や
建
築
委
員
会

を
前
に
、
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
基
本
理
念
と
な
る

﹁
神
の
民
の
家
﹂
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
そ
の

記
録
が
著
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

京
都
工
芸
繊
維
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
の

建
築
の
図
面
は
合
計
四
〇
〇
枚
を
超
え
る
。
記
入

さ
れ
た
日
付
か
ら
は
、
設
計
が
一
九
六
六
年
夏
か

ら
竣
工
直
前
の
一
九
六
九
年
ま
で
続
け
ら
れ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
村
野
の
直
筆
ス
ケ
ッ
チ

を
整
理
し
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
ク
を
閲
覧
し
た
竹

内
次
男
の
証
言
︵﹃
村
野
藤
吾
建
築
設
計
図
展
カ

タ
ロ
グ
２
﹄
二
〇
〇
〇
年
︶
に
よ
れ
ば
、
村
野
の

ス
ケ
ッ
チ
は
一
九
六
三
年
に
始
ま
る
と
い
う
。
こ

う
し
て
、
村
野
は
大
学
と
の
深
い
信
頼
関
係
と
ソ

ビ
ッ
ク
が
示
し
た
理
念
を
消
化
し
な
が
ら
、
彼
の

言
う
、﹁﹁
さ
あ
、
お
い
で
。
一
緒
に
住
も
う
﹂
と

で
も
言
う
よ
う
な
た
ぐ
い
の
建
築
﹂、﹁
集
ま
っ
て

い
る
家
族
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
支
え
る
よ
う
な
﹂

﹁
空
間
の
形
や
組
み
あ
わ
せ
﹂
を
持
ち
、﹁
そ
こ
に
人

が
居
る
と
き
の
み
、
真
の
存
在
を
あ
ら
わ
す
よ
う

な
空
間
﹂
を
見
事
な
形
で
つ
く
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。

静謐な光に包まれた校舎内部

東側から見るチャペル外観

日本ルーテル神学⼤学　1969 年
村野藤吾が実現させた神の民の学舎

記憶の建築
松隈　洋
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連
載
　
建
築
の
射
程

と
考
え
た
オ
ー
ナ
ー
は
、
い
ろ
ん
な
事
業
者
に

問
い
合
わ
せ
た
も
の
の
、い
ず
れ
も
﹁
建
替
え
﹂

を
強
力
に
勧
め
ら
れ
た
ら
し
い
。
そ
こ
で
、
回

り
回
っ
て
私
ど
も
﹁
大
正
・
港
エ
リ
ア
空
き
家

活
用
協
議
会︵W

eCom
pass

︶﹂に
お
鉢
が
回
っ

て
き
た
。

W
eC

om
pass

と
は

　
﹁
大
正
・
港
エ
リ
ア
空
き
家
活
用
協
議
会
︵
通

称W
eCom

pass

︶﹂
は
、
大
正
区
、
港
区
に

あ
る
空
き
家
を
活
用
す
る
た
め
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
相
談
に
応
じ
る
専
門
家
集
団
だ
。
設
計
士
、

施
工
者
、
宅
建
士
、
不
動
産
鑑
定
士
、
銀
行
、

弁
護
士
、
大
学
、
港
区
、
大
正
区
の
寄
り
合
い

所
帯
で
活
動
し
て
い
る
。

　

空
き
家
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、
建
築
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
や
不
動
産
の
価
格
設
定
・
家
賃
設

定
、
リ
ー
シ
ン
グ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
事
業

収
支
、
建
設
資
金
、
事
業
資
金
調
達
の
相
談
も

必
要
と
な
る
。
ま
た
、
耐
震
性
を
有
し
な
い
建

物
に
つ
い
て
は
事
前
に
耐
震
安
全
性
や
劣
化
度

合
い
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
技
術
面
、
金
銭
面
か
ら

建
て
替
え
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
か
の
判
断
も
必

要
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
相
続
問
題
や
近
隣
調
整
な
ど
法
務

を
ク
リ
ア
し
て
か
ら
初
め
て
空
き
家
活
用
が
可

第
57
回

「
古
い
長
屋
は
か
っ
こ
い
い
」と
感
じ
た

三
代
目
オ
ー
ナ
ー

　

大
正
区
は
大
阪
市
の
中
で
も
特
徴
的
な
街

だ
。
川
と
海
に
囲
ま
れ
、
ま
る
で
島
の
よ
う
な

形
を
し
て
い
る
。
沖
縄
料
理
や
エ
イ
サ
ー
︵
沖

縄
舞
踊
︶
な
ど
沖
縄
カ
ル
チ
ャ
ー
が
身
近
に
味

わ
え
、
渡
船
や
長
屋
な
ど
懐
か
し
い
風
景
が
残

り
、
中
小
様
々
な
工
場
が
立
ち
並
ぶ
。

　

梅
田
や
難
波
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
分
以
内
と

い
う
立
地
の
良
さ
に
も
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
の

ど
か
な
雰
囲
気
が
あ
る
。
そ
の
大
正
区
の
北
西

部
、
大
正
駅
か
ら
徒
歩
一
五
分
程
度
の
場
所
に

位
置
す
る
小
川
文
化
北
棟
を
再
生
し
た
。

　

大
正
区
は
、
大
阪
市
全
域
の
空
き
家
率
と
比

べ
て
も
そ
の
比
率
が
高
く
、
賃
貸
住
宅
用
の
空

き
家
が
目
立
つ
。
か
つ
て
工
場
労
働
者
用
に
作

ら
れ
た
賃
貸
住
宅
が
、
工
場
の
縮
小
や
廃
止
に

よ
り
余
り
気
味
に
な
っ
て
い
る
。
一
部
は
ミ
ニ

開
発
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
変
わ
り
、
住
宅
用
途
が

拡
大
し
て
い
る
。

　

小
川
文
化
北
棟
も
戦
後
程
な
く
賃
貸
住
宅
と

し
て
建
設
さ
れ
た
。﹁
文
化
﹂
と
名
前
に
あ
る

が
﹁
文
化
住
宅
﹂
で
は
な
く
、
正
確
に
は
二
階

建
の
重
層
﹁
長
屋
﹂
で
あ
る
。
長
屋
で
あ
る
所

以
は
各
戸
専
用
の
玄
関
が
あ
る
か
ど
う
か
が
決

め
手
ら
し
い
。
こ
の
住
宅
で
は
各
戸
に
専
用
玄

関
が
あ
り
、
二
階
住
戸
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
一

階
に
専
用
入
口
が
あ
り
五
戸
分
の
専
用
階
段
が

あ
る
。
こ
れ
が
こ
の
建
物
の
特
徴
に
も
な
っ
て

い
る
。

　

一
〇
年
以
上
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
こ
の
建

物
は
、
三
代
目
の
若
き
オ
ー
ナ
ー
が
所
有
す
る

こ
と
に
な
り
、
再
生
へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
。

新
築
神
話
が
ま
か
り
通
っ
て
い
た
前
世
代
と
は

違
い
、
古
い
こ
の
長
屋
を
初
め
て
見
た
若
き

オ
ー
ナ
ー
は
素
直
に
﹁
か
っ
こ
い
い
﹂
と
感
じ

た
ら
し
い
。

　
﹁
建
替
え
よ
り
も
な
ん
と
か
残
せ
な
い
か
﹂

⼤阪市⼤正区に長屋を再⽣したシェアアトリエ＋住居がオープンし、12 月 1 日より第一期の⼊居が始まり
ました。耐震改修の⾒学会、DIY ワークショップやコンテストなど様々な⼈を巻き込み、情報発信が行わ
れています。プロデューサーである川幡祐⼦さんにこのプロジェクトについてご紹介いただきました。

ものづくりの街・大正区で長屋をシェアアトリエに再生

川幡　祐子
⼤正・港エリア空家活⽤協議会（WeCompass）総合プロデューサー
⼤阪市⽴⼤学⽣活環境学前期博士課程修了。（株）市浦ハウジング & プランニングに⼊社し、⾃治体住宅政策にかかる企画・調査業務を行う。
その後、⼤阪市住宅供給公社に転職し、専門家団体や NPO と連携し住宅まちづくりに関するセミナーやイベントの企画・運営を実施する。
また、公社団地の事業として、公社も所有権を一部有する区分所有建物の合意形成を図り建替えを実現、公社賃貸住宅団地ではリノベーショ
ン事業を実施した。平成 28 年 7 月より現職。

能
と
な
る
場
合
も
少
な
く
な
い
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
仕
事
を

持
ち
兼
業
で
、
空
き
家
問
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

前
年
度
は
、
個
別
相
談
会
の
開
催
、
空
き
家

活
用
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
・
運
営
を
行
い
、
七
一

件
の
相
談
実
績
が
あ
っ
た
が
、
事
業
に
至
ら
な

い
案
件
も
多
く
、
本
物
件
は
活
用
事
例
第
一
号

で
あ
る
。

若
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
「
住
み
」「
働
く
」

場
に

　

オ
ー
ナ
ー
は
北
区
に
あ
る
所
有
物
件
で
シ
ェ

ア
オ
フ
ィ
ス
﹁
ヨ
リ
ド
コ
ワ
ー
キ
ン
﹂
を
運

営
し
て
い
る
。
継
続
的
に
マ
ル
シ
ェ
を
開
催

し
、
洋
服
、
雑
貨
、
靴
、
鞄
と
い
っ
た
服
飾
系

ク
リ
エ
ー
タ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
い
て

き
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
若
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー

た
ち
に
﹁
お
金
の
な
い
駆
け
出
し
の
ク
リ
エ
ー

タ
ー
が
自
由
に
使
え
る
工
房
が
少
な
い
﹂﹁
自

分
の
作
品
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
方
法
や
値
段
設
定

が
わ
か
ら
な
い
﹂﹁
販
路
開
拓
が
難
し
い
﹂
と

い
う
意
見
を
耳
に
し
た
と
い
う
。
大
正
区
が
も

の
づ
く
り
の
街
で
あ
り
、
そ
れ
が
徐
々
に
衰
退

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
大
正
区
の
自
己
所
有

物
件
で
若
き
ク
リ
エ
ー
タ
ー
が
も
の
を
作
り
住

ま
い
、
も
の
づ
く
り
カ
ル
チ
ャ
ー
が
続
く
こ
と

に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
い
至
っ
た
と
い

う
。
名
前
も
﹁
小
川
文
化
北
棟
﹂
か
ら
﹁
ヨ
リ

ド
コ
大
正
メ
イ
キ
ン
﹂︵
メ
イ
キ
ン
＝
メ
イ
キ

ン
グ
の
意
味
︶
と
し
た
。

　

一
階
は
シ
ェ
ア
ア
ト
リ
エ
と
し
て
、
壁
面
に

沿
っ
て
個
人
専
用
の
机
と
棚
を
、
中
央
に
は
布

の
裁
断
や
作
業
に
適
し
た
大
型
テ
ー
ブ
ル
を
配

し
た
。
入
口
部
分
に
は
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
作
品

の
展
示
ス
ペ
ー
ス
、
奥
に
は
鋲
打
ち
な
ど
た
め

の
防
音
室
を
設
け
た
。

　

二
階
は
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の
た
め
の
住
戸
︵
五

再生前の小川文化北棟
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再生後のヨリドコ大正メイキン

耐震改修見学会の様子 DIYワークショップで古材のやすりがけクラウドファンディング支援者を集めたトークショーの様子

戸
︶
で
あ
り
、
特
徴
的
な
専
用
階
段
を
そ
の
ま

ま
生
か
し
て
い
る
。
階
段
は
、
間
仕
切
り
を
取

り
払
い
大
空
間
に
な
っ
た
一
階
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
も
な
っ
て
い
る
。

建
築
の
特
徴

⑴
耐
震
改
修
の
実
施
と
見
学
会
の
開
催

　

耐
震
診
断
、
劣
化
診
断
結
果
を
受
け
、
耐
震

改
修
を
行
っ
た
。

　

躯
体
が
見
え
る
時
期
に
一
般
参
加
者
向
け
の

耐
震
改
修
見
学
会
を
開
催
し
た
が
、
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
内
容
に
参
加
者
が
少
な
い
と
想
像
し
て
い

た
が
、
約
六
〇
名
が
参
加
し
た
。
若
い
世
代
の

参
加
が
多
く
、
関
心
の
深
さ
が
う
か
が
え
た
。

⑵
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
古
さ
を
生
か
す

工
夫

　

今
後
は
一
層
、
空
き
家
が
増
え
、
賃
貸
物
件

に
投
資
費
用
を
注
ぎ
込
む
リ
ス
ク
は
高
く
、
で

き
る
だ
け
費
用
を
抑
え
る
た
め
既
存
住
宅
で
の

Ｄ
Ｉ
Ｙ
需
要
が
高
ま
る
と
予
想
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
本
物
件
に
お
い
て
古
い
建
物
の
良
さ
を

活
か
し
た
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ス
キ
ル
を
習
得
し
て
も
ら
う
、

一
般
参
加
者
向
け
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
た
。
撤
去
し
た
古
材
の
再
利
用
、
壁

の
エ
イ
ジ
ン
グ
加
工
、
既
存
柱
を
生
か
す
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
と
磨
き
処
理
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
を
実
施
し
た
。
延
べ
二
四
名
が
参
加
し
た

が
、古
い
木
造
物
件
オ
ー
ナ
ー
の
参
加
が
多
く
、

九
割
以
上
が
女
性
参
加
者
で
あ
っ
た
。

⑶
共
同
住
戸
は
、
デ
ザ
イ
ン
と
Ｄ
Ｉ
Ｙ
実
施
者

を
外
部
か
ら
募
集

　

五
戸
あ
る
二
階
住
戸
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
グ
ル
ー
プ

を
募
集
し
、
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
し
て

も
ら
っ
た
。
参
加
者
の
技
術
の
程
度
に
応
じ
て

必
要
な
場
合
は
工
事
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
た
。

床
を
貼
る
、
壁
を
塗
る
な
ど
単
発
の
工
事
を
す

る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
実
地
で
総
合
的
に
部
屋

を
作
る
経
験
者
は
少
な
く
、
サ
ポ
ー
ト
が
な
け

れ
ば
次
の
工
程
に
進
め
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ

た
。
素
人
が
Ｄ
Ｉ
Ｙ
を
す
る
に
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
コ
ツ
、
作
業
順
序
、
工
具
の
使
い
方
な
ど

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。

運
営
の
工
夫

先
付
け
リ
ー
シ
ン
グ
で
想
い
を
共
有
す
る
ク
リ

エ
ー
タ
ー
を
集
め
る

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
は
、
単
に
箱
を

作
る
だ
け
で
な
く
そ
こ
を
円
滑
に
運
営
す
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
設
計
・
工
事
と
並
行
し

て
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ー
シ
ン
グ
業
務
は
、

オ
ー
ナ
ー
側
運
営
者
とW

eCom
pass

で
協
働

実
施
し
た
。ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
、ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
、
上
記
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
広
く
知
ら
し
め
、
入
居
希
望
者
を

あ
ら
か
じ
め
集
め
る
よ
う
に
と
努
め
た
。
シ
ェ

ア
ア
ト
リ
エ
を
共
同
で
利
用
し
快
適
に
働
け
る

環
境
と
す
る
に
は
、
家
賃
や
立
地
と
い
う
ス

ペ
ッ
ク
で
入
居
者
が
物
件
を
選
定
す
る
の
で
は

な
く
、
シ
ェ
ア
ア
ト
リ
エ
と
い
う
特
徴
を
理
解

し
想
い
を
共
有
で
き
る
入
居
者
を
運
営
者
側
が

選
べ
る
状
況
に
な
る
よ
う
注
力
し
た
。

最
後
に

　

W
eCom

pass

第
一
号
案
件
で
あ
る
﹁
ヨ
リ

ド
コ
大
正
メ
イ
キ
ン
﹂
で
は
、
今
後
の
空
き
家

活
用
で
活
か
せ
る
工
夫
を
実
験
的
に
取
り
入
れ

試
行
し
た
。
こ
れ
を
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
い
た
オ
ー
ナ
ー
及
び
関
係
者
の
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
広
報
支
援
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
大
正
区
役
所
、
港
区
役
所

に
も
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

シェアアトリエ

作品の展示
スペース

防音室

共同住戸（5戸）

2 階

1 階
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理
事
会
報
告　
　
　

文
責　

本
会
事
務
局

日
時 

十
一
月
十
五
日
︵
水
︶
十
六
時
～
十
八
時

場
所 

本
会
会
議
室

出
席 

理
事
三
一
名 

監
事
一
名

︵
１
︶一
〇
月
の
当
期
経
常
増
減
額
は
、
文
化
庁
か

ら
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
作
成
委
託
事
業

助
成
金
の
前
払
収
入
の
関
係
で
収
入
が
増
加
し
て

お
り
、
収
入
一
六
、六
一
四
、二
〇
一
円
、
支
出
一

一
、五
七
三
、五
〇
五
円
、
差
引
五
、〇
四
〇
、六
九

六
円
で
、
本
年
度
累
計
の
収
支
差
引
は
二
八
、五

六
四
、七
六
九
円
を
報
告
し
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

︵
２
︶
本
会
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い

て
、
建
築
士
会
主
催
の
住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講

習
は
こ
れ
ま
で
七
六
六
名
の
受
講
で
収
入
増
と

な
っ
て
お
り
、
建
築
士
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
へ

の
関
心
が
高
い
。

平
成
三
〇
年
四
月
施
行
の
改
正
宅
地
建
物
取
引
業

法
で
は
、
既
存
住
宅
の
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
結
果

を
用
い
て
瑕
疵
補
償
責
任
保
険
に
加
入
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
本
会
活
動
も
国
の
動
き
に
合
わ

せ
る
こ
と
と
し
、
次
の
三
案
に
つ
い
て
理
事
会
に

諮
り
ま
し
た
。

①
本
会
が
実
施
し
た
イ
ン
ス
ペ
ク
シ
ョ
ン
結
果
を

活
用
し
て
瑕
疵
保
険
の
付
保
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
保
険
法
人
に
保
険
検
査
機
関

と
し
て
登
録
す
る
。
②
保
険
検
査
機
関
登
録
す
る

際
の
条
件
と
し
て
本
会
の
建
築
士
事
務
所
登
録
が

必
要
で
あ
る
た
め
、
大
阪
府
に
建
築
士
事
務
所
登

録
を
行
う
。
③
本
会
の
建
築
士
事
務
所
登
録
に
当

た
り
、
建
築
士
事
務
所
と
し
て
の
活
動
の
方
針
を

定
め
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て
適
切
な
活
動
を
行

う
こ
と
を
明
記
し
た
活
動
規
程
を
設
け
る
。

一
一
月
度
理
事
会
で
は
こ
の
三
案
の
主
旨
説
明
に

と
ど
め
、
今
後
、
各
委
員
会
の
意
見
を
集
約
し
、

一
二
月
度
理
事
会
で
再
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

建
築
相
談
室
か
ら 

二
十

　
　

設
備
に
関
す
る
電
話
相
談
②

文　

橋
本
頼
幸

　

相
談
者
の
中
に
も
様
々
な
相
談
機
関
に
聞
い
て
ま

わ
っ
た
り
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
り
し
、知
識
や

情
報
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
方
向
性
を
失
っ
て
い
る
方
が

時
々
お
ら
れ
ま
す
。一
見
無
責
任
で
す
が
、﹁
解
決
を

あ
き
ら
め
る
﹂の
も
一
つ
の﹁
解
決
方
法
﹂だ
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

重
要
事
項
説
明
書
の
記
載
は

　

新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
の
最
上
階
を
購
入
し
た
相
談
者

か
ら
の
相
談
。最
初
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
横
の
住
戸
を
手
続

き
し
た
が
、エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
音
や
振
動
が
問
題
に
な

る
可
能
性
を
感
じ
、別
の
ル
ー
フ
バ
ル
コ
ニ
ー
の
あ
る
部

屋
に
交
換
し
て
も
ら
っ
た
。部
屋
交
換
に
伴
い
、重
要

事
項
説
明
を
や
り
直
す
こ
と
に
な
っ
た
が
、二
回
目

だ
っ
た
の
で
よ
く
理
解
す
る
こ
と
な
く
契
約
し
入
居
し

た
。入
居
後
、通
気
管
か
ら
の
臭
い
が
部
屋
の
中
ま
で

入
っ
て
き
て
困
る
た
め
、分
譲
主
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ﹁
重
要
事
項
説
明
に
記
載
の
上
、捺
印
を
も
ら
っ

て
い
る
の
で
責
任
は
な
い
﹂と
の
回
答
だ
っ
た
。重
要

事
項
説
明
に
は﹁
通
気
口
﹂と
書
か
れ
て
い
る
が
、﹁
排

水
通
気
口
﹂と
は
書
い
て
お
ら
ず
素
人
に
は
ど
の
程

度
の
臭
い
か
わ
か
ら
な
い
。納
得
が
い
か
な
い
。

技
術
的
な
回
答
は
限
界
が
あ
る

　

相
談
記
録
で
は
、出
来
る
限
り
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、十
分
に
納
得
は
さ

れ
ず
に
、最
終
的
に
民
間
総
合
調
停
セ
ン
タ
ー
を
紹

介
し
た
、と
の
結
論
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。こ
の
相
談
も

技
術
的
な
相
談
と
い
う
よ
り
も
、手
続
き
の
ト
ラ
ブ

ル
と
い
え
る
た
め
本
会
で
の
対
応
で
は
限
界
が
あ
り
、

民
間
総
合
調
停
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
も
一
つ
の
ア
ド
バ
イ

ス
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

設
備
一
級
建
築
士
に
見
て
も
ら
い
た
い

　

新
築
二
階
建
て
戸
建
て
の
建
売
住
宅
に
入
居
し
て

約
二
年
。ト
イ
レ
が
よ
く
詰
ま
る
た
め
、売
り
主
に
伝

え
る
も
、当
初
は
使
い
方
が
悪
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。

施
工
業
者
の
調
査
の
結
果
、外
部
の
排
水
管
の
一
部

が
逆
勾
配
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。施
工
業
者

は
や
り
直
す
と
言
っ
て
い
る
が
、不
安
で
あ
る
。︵
ど
こ

か
の
相
談
機
関
で
︶設
備
一
級
建
築
士
と
い
う
の
が
い

る
と
聞
い
た
の
で
、設
備
一
級
建
築
士
に
見
て
も
ら
い

た
い
。排
水
管
接
続
時
に
工
事
内
容
が
適
切
か
、と
い

う
こ
と
と
、埋
め
戻
し
た
後
に
勾
配
が
取
れ
て
い
る
か

測
量
す
る
、と
い
う
二
回
の
調
査
を
お
願
い
し
た
い
。

費
用
は
い
く
ら
か
？

現
地
相
談
費
用
を
値
切
る

　

調
査
内
容
的
に
は
、設
備
一
級
建
築
士
で
な
く
て

も
本
会
の
相
談
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
対
応
可
能
で

あ
り
、業
者
が
直
す
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
二
回

も
行
く
必
要
が
無
い
の
で
は
な
い
か
、と
お
伝
え
す
る

も
、設
備
一
級
建
築
士
で
な
い
と
納
得
し
て
も
ら
え

ず
、加
え
て
二
回
だ
け
ど
一
回
あ
た
り
の
時
間
は
そ
ん

な
に
か
か
ら
な
い
の
で
割
引
で
き
な
い
か
？
と
い
わ
れ

る
始
末
。設
備
一
級
建
築
士
が
二
回
も
要
望
さ
れ
る

日
時
に
立
ち
会
う
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
た
め
対
応

で
き
な
い
、た
と
え
短
時
間
で
あ
っ
て
も
時
間
を
空
け

て
移
動
時
間
も
含
め
る
と
二
回
で
六
万
六
千
円
は

変
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、と
約
三
〇
分
か
け
て
説
明

す
る
も
理
解
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

現
地
相
談
か
ら
ク
レ
ー
ム
に

　

現
地
相
談
に
回
る
と
、現
地
相
談
担
当
者
か
ら
改

め
て
連
絡
を
す
る
た
め
、も
う
一
度
説
得
と
理
解
を
得

ら
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、結
局
根
負
け
し

て
現
地
相
談
に
行
く
こ
と
に
な
り
、費
用
を
払
っ
て
も

ら
え
な
い
上
に
、現
地
相
談
員
の
対
応
が
悪
い
と
い
う

ク
レ
ー
ム
を
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。な
ん

と
も
後
味
の
悪
い
相
談
と
な
り
ま
し
た
。相
談
者
に

と
っ
て
も
望
む
結
果
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
こ
と
を
考

え
る
と
、ど
こ
か
で
断
る
べ
き
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

建築⼈　12
　　　　　　　　　  　2017

監修　　公益社団法人大阪府建築士会
　　　　建築情報委員会

編集　　建築情報委員会『建築人』編集部

　　　　委員長　　　飯田英二

　　　　編集人代表　荒木公樹

　　　　編集人　　　河合哲夫　　北　聖志

　　　　　　　　　　黒川祐樹　　曽我部千鶴美

　　　　　　　　　　橋本頼幸　　丸子勇人

　　　　　　　　　　牧野隆義　　茂籠一之

　　　　事務局　　　山本茂樹　　母倉政美

　　　　印刷　　　　中和印刷紙器株式会社

　
　
編
集
後
記　
　
　
　
　
　
　
　

 

荒
木
公
樹

　

先
日
、友
人
の
建
築
家
、森
本
雅
史
氏
か
ら
の
誘
い

を
受
け
、彼
が
設
計
監
理
を
手
が
け
た
最
新
作
を
見

学
し
た
。

　

最
新
作
は
、伊
賀
上
野
の
城
下
町
に
建
ち
、こ
の
地

で
生
ま
れ
育
っ
た
公
認
会
計
士
が
帰
郷
、新
た
に
住
ま

い
と
仕
事
場
を
構
え
る
と
い
う
条
件
だ
っ
た
。街
路
側

に
仕
事
場
を
、中
庭
を
介
し
て
奥
側
に
住
居
を
配
置
、

周
囲
と
の
調
和
の
た
め
屋
根
は
瓦
葺
と
し
、街
路
面
に

は
檜
材
の
格
子
を
設
け
て
い
た
。

　

単
純
明
快
で
優
れ
た
住
居
兼
仕
事
場
で
あ
っ
た
が
、

私
が
何
よ
り
も
感
心
し
た
の
は
、こ
の
仕
事
が
崩
れ
つ
つ

あ
る
街
路
景
観
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
と
な
る
可
能
性

を
秘
め
た
点
で
あ
る
。伊
賀
上
野
の
旧
来
か
ら
の
町
家

は
建
て
替
え
が
進
み
、そ
れ
ら
は
街
路
側
に
駐
車
場
を

確
保
し
、建
物
が
街
路
か
ら
後
退
し
た
計
画
が
多
い
。

旧
来
の
沿
道
景
観
が
崩
れ
、そ
の
結
果
ま
ち
の
個
性
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。街
路
が
人
間
の
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、車
を
主
役
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。こ
れ
か
ら
は
、こ
の

よ
う
な
車
中
心
の
考
え
方
は
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

　

森
本
氏
の
最
新
作
は
、こ
れ
か
ら
の
ま
ち
に
お
け
る

建
築
の
あ
り
方
の
道
標
と
な
る
も
の
だ
。建
築
士
が
自

身
の
仕
事
を
通
し
て
、社
会
に
対
し
て
問
い
か
け
る
こ
と

は
ま
だ
ま
だ
多
い
と
気
づ
い
た
見
学
で
あ
っ
た
。
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パイオニア本社ナレッジセンター　大成建設

　企画開発を行う会社のオフィス、厚生施設、宿泊施設な
どで構成される施設の計画である。複合的な要素をひとつ
の建物でつなぐため、半屋外の｢無用の用｣の空間をつく
り、それが外装に表出したデザインとした。ランダムにく
り貫いた7つの穴が、外部と内部を曖昧につなぎ、建物に深
みや個性を与え、曖昧な空間だからこそ自由な発想を喚起
し、多様な使い方が生まれることを意図した。内部では吹
抜け空間を構成し、見る・見られるの視線が交差し、お互
いの存在を感じることで、ひとつ屋根の下で家族のように
つながる建物を目指した。高速道路に面する敷地におい
て、この空間が、音や視線に対する緩衝帯となっている。
落ち着いたオフィス空間を成立させるとともに、コミュニ
ケーションを誘発する仕掛けにもなっている。

撮影：株式会社エスエス　第 9回建築人賞奨励賞受賞作品

■プロフィール
平井  浩之（ひらい・ひろゆき）
1964年 奈良県生まれ
1988年 京都大学工学部建築学科修了
1988年 大成建設 入社
現　 在 大成建設 関西支店 設計部長

本家  公巳子（ほんや・くみこ）
1977年 大阪府生まれ
2000年 大阪芸術大学芸術学部建築学科修了
2000年 大成建設 入社
現　 在 大成建設 関西支店 設計部

■建物データ
建 築 主：株式会社パイオニア
所 在 地：大阪府東大阪市　　
用　　途：事務所
竣　　工：2016 年 3月
設　　計：大成建設株式会社
施　　工：大成建設株式会社
敷地面積：294.82 ㎡
建築面積：198.06 ㎡
延床面積：1,169.68 ㎡
構　　造：S造
階　　高：地上 7階


